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はじめに 

 テラヘルツ波は電波と光波の中間の周波数
帯に位置し、その透過性や低侵襲性から様々な
分野での応用が期待されている電磁波である。
我々の研究グループではテラヘルツ波光源の
開発を行っている。今日のテラヘルツ波分野に
おいて高出力な発生素子・高感度な検出素子が
求められており、我々の研究グループでは効率
的なテラヘルツ波光源の開発を行っている[1]。
フェムト秒レーザを用いたテラヘルツ波発生
方法では光伝導アンテナが主に使用されてい
る。しかし、光伝導アンテナはある程度の励起
光強度になるとテラヘルツ波の出力が飽和し
てしまい、高出力化が望めない。一方、光学結
晶を使用する事でより高強度の励起光による
テラヘルツ発生が可能になる。また、高効率な
テラヘルツ波発生素子を用いることで、テラヘ
ルツ波の様々な分野への活用が期待できる。本
研究ではMgOをドープしたLiNbO3結晶を用い
てチェレンコフ位相整合方式によるテラヘル
ツパルス発生の検討を行った。チェレンコフ位
相整合方式では、発生するテラヘルツ波強度は
励起光の強度と伝搬する結晶厚さ、幅に依存す
る。そこで、結晶端面が数 μm幅の導波路を採
用し、導波路内に励起光を閉じ込めることで、
位相不整合の解消・結晶内での吸収の軽減・励
起光のパワー密度の向上を行い、高強度テラヘ
ルツ波の発生を目指した。 

 

実験方法と結果 

今回使用した実験系を図１に示す。励起ポン
プ光源として平均パワー120mW、パルス幅 34fs、
中心波長 1.56μmのファイバレーザを用いた。この
レーザからの出力パルスを焦点距離 4.5mm の
非球面レンズによって厚さ 3.8μm、幅5μmのリッ
ジ導波路へ集光し、結晶内を伝搬させ、テラヘルツ
波を発生させた。ここでテラヘルツ波のみを結晶外
部に取り出すために結晶には Si 円錐型レンズをカ
ップリングし、さらに励起光の外部への漏れを防ぐ
ために結晶とレンズの間に 3.5μm厚の PET シート
を圧着させた[2]。発生したテラヘルツ波強度を
Si-Bolometer を用いて測定した。また、ND フィルタ
を用いてポンプ光強度を変化させることでテラヘル
ツ波強度と励起光強度の依存性を確認した。結果
を図２に示す。励起光強度の 2 乗に比例したテ

ラヘルツ波の出力を確認した。励起光強度
23.2mWの時、出力 2.1V（GAIN1000 換算）を観測
した。励起光強度 15mWにおけるリッジ導波路か
らのテラヘルツ波の出力は同一条件下での光
伝導アンテナと比べて約 200 倍であった。 
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図２ テラヘルツ波出力 

図 1 実験系 
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